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調査について 

前橋市では、男女共同参画社会の実現を目指して、前橋市男女共同参画基本計画（第四次）

「まえばしWind プラン 2014」を策定し、様々な取組みを進めています。 

その一環として、市民のみなさまの男女共同参画に関する意識や実態、ニーズを的確に 

把握し、今後の男女共同参画推進施策の基礎資料とすることを目的に、令和 2 年 9 月に  

「男女共同参画に関する市民意識調査」を実施しました。 
 

回収結果 
 

調 査 対 象 前橋市内在住の１８歳以上の方 

対 象 者 数 3,000  

抽 出 方 法 
住民基本台帳登録者から性別・年齢階層別の人口割合に

応じた無作為抽出 

調 査 方 法 郵送による配布、郵送・ウェブによる回収 

調 査 時 期 2020 年 9 月 

有 効 回 収 数 1,181 有効回収率 39.4％ 
 

概要版の見方 

 グラフに掲載した“ｎ＝○○○”は回答者数（有効回収数）を表します。 

 回答比率（％）は小数点第２位を四捨五入して算出していますので、合計が 100％を上

下する場合があり、設問によっては複数回答の結果、回答比率が 100％を超える場合が

あります。 

 概要版で比較に用いている「前回調査」の数値は、平成 24 年度に前橋市で行った

「男女共同参画に関する市民意識調査」のものです。 

 性の多様性を考慮し、性別に「その他」を設けましたが、回答者数が少ないため、  

性別での分析では男女のみを対象としました。  
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1 回答者の属性 

【性別】 

回答者 1,181 人について、「女性」は 59.9％、「男性」は 39.1％、「その他」0.1％、「無回

答」0.8％となっています。 

 

【年齢】 

今回の調査では、全体で 60 歳代が 23.0%、次いで 70 歳以上が 22.9%となっています。

 

【婚姻状況】 

女性では「既婚」66.1％、「離別、死別」19.4％、「未婚」12.9％の順となっています。 

男性では「既婚」68.2％、「未婚」18.4％、「離別、死別」11.0％の順となっています。 

 

【子どもの有無】 

子どもが「いる」人は 64.8％、「いない」人は 28.7％となっています。 

 

59.9% 39.1% 0.9%
全体

<n=1181>

女性 男性 その他・無回答

2.0%

2.0%

1.9%

3.4%

4.4%

1.7%

9.3%

9.0%

10.0%

19.3%

18.9%

20.3%

18.8%

19.6%

18.2%

23.0%

23.4%

22.9%

22.9%

22.2%

24.7%

1.2%

0.4%

0.2%

全体

<n=1181>

女性

<n=708>

男性

<n=462>

１０歳代（１８歳～） ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上 無回答

14.9%

12.9%

18.4%

66.4%

66.1%

68.2%

15.9%

19.4%

11.0%

2.8%

1.7%

2.4%

全体

<n=1181>

女性

<n=708>

男性

<n=462>

していない

（未婚・非婚）

している

（事実婚を含む）

していない

（離別、死別）

無回答

64.8% 28.7% 6.5%全体

<n=1181>

いる いない 無回答
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２ 男女平等について 

【今の生活や社会の状況に関する意識】 

「平等である｣は「学校教育の場」51.3％が最も高く、次いで「法律や制度上」32.5％、

「家庭生活」29.2％と続いています。 

「男性のほうが優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」を合わせ

ると、「政治の場」75.8％が最も高く、次いで「社会通念・慣習・しきたりなど」75.0％ 

と続いています。 

 

【参考：「社会全体」について前回調査との比較】 

「平等である」は 4.7ポイント減少しました。「女性のほうが優遇されている」「どちら

かといえば女性が優遇されている」を合わせたものは 1.2 ポイント減少し、「男性のほうが

優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」を合わせたものは、5.5 ポイ

ント増加しました。 

 

14.6%

14.8%

18.0%

2.7%

40.2%

13.0%

26.8%

15.2%

40.0%

42.1%

38.0%

16.5%

35.6%

30.7%

48.2%

54.7%

29.2%

23.9%

24.0%

51.3%

10.2%

32.5%

11.3%

14.3%

5.0%

4.5%

4.5%

2.1%

0.8%

4.6%

1.7%

2.7%

1.9%

1.3%

1.3%

0.2%

0.3%

0.9%

0.6%

0.4%

5.5%

9.1%

8.9%

20.9%

8.2%

13.5%

7.1%

7.0%

3.8%

4.3%

5.4%

6.3%

4.7%

4.7%

4.4%

5.7%

男性のほうが

優遇されてい

る

どちらかとい

えば男性が優

遇されている

平等である どちらかとい

えば女性が優

遇されている

女性のほうが

優遇されてい

る

わからない 無回答

家庭生活

地域社会の場

職場

学校教育の場

政治の場

法律や制度上

社会通念・慣習・

しきたりなど

社会全体

15.2%

11.8%

54.7%

52.6%

14.3%

19.0%

2.7%

3.5%

0.4%

0.8%

7.0%

6.4%

5.7%

5.8%

全体

<n=1181>

前回調査

<n=1303>

男性のほうが

優遇されてい

る

どちらかとい

えば男性が優

遇されている

平等である どちらかとい

えば女性が優

遇されている

女性のほうが

優遇されてい

る

わからない 無回答
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３ 女性の人権について 

【女性の人権が尊重されていないと感じること】 

女性、男性ともに「職場における待遇（採用・昇格・昇進・賃金など）の男女格差」が

最も高く、次いで女性は「セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）、マタニティ 

・ハラスメント」、男性は「『男は仕事、女は家庭』という考え方」と続いています。 

 

【女性の人権を守るためにすべきこと】 

女性、男性ともに「男女が共に家庭と仕事を両立できる支援策の充実」が最も高く、次

いで女性は「女性の就労機会の確保や職場における男女の均等な処遇への働きかけ」、男

性は「『男は仕事、女は家庭』などの固定的な性別役割分担意識を変えるための啓発活

動」と続いています。 

 

55.1%

49.4%

48.9%

46.3%

29.5%

28.2%

22.6%

16.7%

13.0%

6.1%

0.8%

55.4%

44.6%

47.6%

39.8%

25.8%

22.7%

14.9%

13.2%

10.0%

10.2%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

職場における待遇（採用・昇格・昇進・賃…

セクシュアル・ハラスメント（性的いやが…

「男は仕事、女は家庭」という考え方

ストーカー行為、痴漢行為、その他の性被害

配偶者や交際相手からの暴力（DV：ドメス…

売春、買春、援助交際

内容に関係なく、女性の水着やヌード写真…

女性の容姿を競うコンテスト

理工系分野の学習の機会と進路選択におけ…

11 特にない

10 その他(女性の年齢やみだしなみの事で…

女性

<n=708>

男性

<n=462>

職場における待遇（採用・昇格・昇進・賃金など）の男女格差

セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）、マタニティ

「男は仕事、女は家庭」という考え方

ストーカー行為、痴漢行為、その他の性被害

配偶者や交際相手からの暴力（DV：ドメスティック・バイオレ

売春、買春、援助交際

内容に関係なく、女性の水着やヌード写真を用いた広告物の

女性の容姿を競うコンテスト

理工系分野の学習の機会と進路選択における男女の差

特にない

その他

・ハラスメント

掲出など

ンス）

67.5%

45.5%

45.1%

39.5%

35.6%

34.0%

31.1%

26.1%

3.8%

2.7%

1.7%

59.3%

37.7%

42.9%

33.8%

32.9%

37.7%

30.7%

20.3%

5.4%

5.4%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

男女が共に家庭と仕事を両立できる支援策の…

女性の就労機会の確保や職場における男女の…

「男は仕事、女は家庭」などの固定的な性別…

男女平等や性に関する教育の充実

DV等の暴力から女性を守るための支援体制…

各種審議会や管理職など、様々な意思決定や…

法律・制度の制定や見直しなどを行う

女性の人権相談窓口や支援体制の充実

わからない

とくにない

その他(男性の考え方を変えるため海外の取…

女性

<n=708>

男性

<n=462>

男女が共に家庭と仕事を両立できる支援策の充実

女性の就労機会の確保や職場における男女の均等な処遇への

「男は仕事、女は家庭」などの固定的な性別役割分担意識を

男女平等や性に関する教育の充実

DV等の暴力から女性を守るための支援体制の充実

各種審議会や管理職など、様々な意思決定や方針決定の場へ

法律・制度の制定や見直しを行う

女性の人権相談窓口や支援体制の充実

わからない

特にない

その他

の女性参画の促進

変えるための啓発活動

働きかけ
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【配偶者や交際相手からの暴力被害の経験】 

全体で「何度もあった」「１、２度あった」と答えた方は 26.4％（女性 33.5％、男性 16.0％）

です。「何度もあった」「１、２度あった」を合わせると、女性では「精神的暴力」26.8％

が最も高く、次いで「経済的暴力」12.0％、「医師の治療を必要としないくらいの身体的暴

力」11.7％と続いています。 

男性では「精神的暴力」13.0％が最も高く、次いで「医師の治療を必要としないくらい

の身体的暴力」4.1％、「子どもを利用した暴力」3.6％と続いています。 

 

【参考：配偶者や交際相手からの暴力被害の経験についての前回調査との比較】 

 「精神的暴力」については 3.0ポイント増加しました。「経済的暴力」は 1.5 ポイント 

増加、「医師の治療を必要としないくらいの身体的暴力」は 1.0 ポイント増加しています。 

 

※新規調査項目＝「子どもを利用した暴力」  

11.4%

4.9%

3.8%

4.5%

3.8%

2.4%

0.8%

15.4%

7.1%

7.9%

5.8%

4.5%

5.6%

4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

精神的暴力

経済的暴力

医師の治療を必要と

しないくらいの身体

的暴力

性的暴力

子どもを利用した

暴力

命の危険を感じる

くらいの身体的暴力

医師の治療を必要と

するくらいの身体的

暴力

12.0%

11.7%

10.3%

8.3%

8.0%

4.8%

女性

n=237

7.9%

7.3%

3.2%

2.4%

2.6%

1.8%
2.7%

1.8%
2.5%

1.4%

0.8%

0.5%

0.5%

13.4%

11.0%

5.2%

4.5%

6.0%

5.8%

3.7%

3.5%

3.9%

3.9%

3.8%

2.7%

2.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

何度もあった

１，２度あった

精神的暴力

経済的暴力

医師の治療を必要としない

くらいの身体的暴力

性的暴力

命の危険を感じるくらいの

身体的暴力

医師の治療を必要とする

くらいの身体的暴力

21.3%

8.4%

8.6%

6.4%

6.4%

5.3%

3.2%

今回

前回

今回

前回

18.3%

6.9%

7.6%

5.3%

4.6%

3.2%

今回

前回

今回

前回

今回

前回

今回

前回

今回子どもを利用した暴力

今回 <n=1,181>

前回 <n=1,303>

2.6%

0.6%

0.9%

0.6%

10.4%

2.6%

3.2%

0.6%

3.0%

1.1%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

何度もあった

１，２度あった

精神的暴力

経済的暴力

医師の治療を必要と

しないくらいの身体

的暴力

性的暴力

子どもを利用した

暴力

命の危険を感じるく

らいの身体的暴力

医師の治療を必要と

するくらいの身体的

暴力

13.0%

3.2%

4.1%

0.6%

3.6%

1.1%

0.9%

男性

n=74

26.8% 
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【暴力を受けたときの相談状況】 

「何度もあった」「１、２度あった」と答えた方で、「相談した」は、女性 22.4％、男性

9.5％となり、「相談しなかった（できなかった）」は、女性 54.4％、男性 64.9％となります。 

 
 

【暴力を受けたときの相談先】 

「相談した」と回答した方の相談先は、男女とも「家族・親族」、「友人・知人」が５割

を超えています。 

 
 

【相談しなかった（できなかった）理由】 

「相談しなかった(できなかった)」理由は、女性では「相談しても無駄だと思った」43.4％、

男性では「相談するほどのことではないと思った」45.8％が最も高くなっています。 

 

22.4%

9.5%

54.4%

64.9%

23.2%

25.7%

女性

<n=237>

男性

<n=74>

相談した 相談しなかった（できなかった） 無回答

62.3%

60.4%

18.9%

11.3%

9.4%

3.8%

3.8%

1.9%

0.0%

0.0%

57.1%

57.1%

14.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

14.3%

14.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

家族・親族

友人・知人

警察

医療関係者（医師、看護師等）

【公的機関】群馬県女性相談センター

学校関係者（教員、養護教員等）

その他

【公的機関】その他

【公的機関】前橋市配偶者暴力相談支援センター

民間の機関

女性<n=53>

男性<n=7>

家族・親族

友人・知人

警察

医療関係者（医師、看護師等）

【公的機関】群馬県女性相談センター

学校関係者（教員、養護教員等）

民間の機関

【公的機関】その他

【公的機関】前橋市配偶者暴力相談

その他

43.4%

41.1%

39.5%

35.7%

22.5%

19.4%

17.8%

10.9%

10.1%

9.3%

4.7%

25.0%

45.8%

22.9%

10.4%

27.1%

4.2%

10.4%

12.5%

2.1%

0.0%

2.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

相談しても無駄だと思った

相談するほどのことではないと思った

自分さえ我慢すれば、何とかやっていけると思った

人に知られたくなかった

自分にも悪いところがあると思った

相談することによって自分が不快な思いをすると思った

他人を巻き込みたくなかった

どこに相談してよいかわからなかった

相談したことがあるとわかると仕返しをされると思った

被害を受けたことを忘れたかった

その他

女性

<n=129>

男性

<n=48>

相談しても無駄だと思った

相談するほどのことではないと思った

自分さえ我慢すれば、何とかやっていけると思った

人に知られたくなかった

自分にも悪いところがあると思った

相談することによって自分が不快な思いをすると思った

他人を巻き込みたくなかった

どこに相談してよいかわからなかった

相談したことがわかると仕返しをされると思った

被害を受けたことを忘れたかった

その他

支援センター 
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４ 学校教育について 

【学校教育で重要なこと】 

男女とも、「学校生活の中で、性別にかかわりなく一人一人の個性や特性等を生かせる 

ように配慮する」が最も高く、次いで女性は「人権尊重の心を培う教育を充実する」、 

男性では「授業等で、男女が認め合い、尊重し合う大切さを理解するための学習を行う」

が高くなっています。 

 
「学校教育で重要なこと」について一番下の子どもの年齢別比較】子どもがいる方にご回答いただきました。 

一番下の子どもの年齢別でみると、全ての年齢で「学校生活の中で、性別にかかわりな

く一人一人の個性や特性等を生かせるように配慮する」が最も高くなっています。 

 

71.5%

56.9%

54.9%

54.4%

32.2%

29.7%

22.6%

4.7%

2.0%

65.4%

51.9%

53.0%

53.2%

32.7%

31.4%

24.7%

6.3%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

学校生活の中で、性別にかかわりなく一人一人の個性や特性等を生かせるように配慮す

る

人権尊重の心を培う教育を充実する

生徒指導や進路指導等の場面で、性別にかかわりなく個々の個性や特性等に十分に配慮

する

授業等で、男女が認め合い、尊重し合う大切さを理解するための学習を行う

教職員に対して、男女共同参画を推進する教育に関する研修を充実する

校長・教頭などに女性を積極的に登用する

保護者会などからの情報提供を通じて、家庭や地域と連携し、男女共同参画を推進する

教育について充実を図る

わからない

その他(生徒の家庭環境について悪影響がないか定期聞き取りがあったほうがいい)

女性

<n=708>

男性

<n=462>

学校生活の中で、性別にかかわりなく一人一人の個性や特性等を

人権尊重の心を培う教育を充実する

生徒指導や進路指導等の場面で、性別にかかわりなく個々の個性

授業等で、男女が認め合い、尊重し合う大切さを理解するための

教職員に対して、男女共同参画を推進する教育に関する研修を充実

校長・教頭などに女性を積極的に登用する

保護者会などからの情報提供を通じて、家庭や地域と連携し、

わからない

その他

男女共同参画を推進する教育について充実を図る

学習を行う

や特性等に十分に配慮する

生かせるように配慮する

78.2%

55.2%

66.7%

64.4%

29.9%

26.4%

24.1%

2.3%

3.4%

71.3%

48.5%

60.4%

58.4%

24.8%

30.7%

15.8%

4.0%

4.0%

79.3%

57.3%

58.5%

42.7%

23.2%

24.4%

17.1%

4.9%

2.4%

66.7%

57.6%

51.8%

56.1%

34.7%

29.2%

26.3%

5.3%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校生活の中で、性別にかかわりなく一人一人の個性や特性等を生かせるように配慮す

る

人権尊重の心を培う教育を充実する

生徒指導や進路指導等の場面で、性別にかかわりなく個々の個性や特性等に十分に配慮

する

授業等で、男女が認め合い、尊重し合う大切さを理解するための学習を行う

教職員に対して、男女共同参画を推進する教育に関する研修を充実する

校長・教頭などに女性を積極的に登用する

保護者会などからの情報提供を通じて、家庭や地域と連携し、男女共同参画を推進する

教育について充実を図る

わからない

その他(生徒の家庭環境について悪影響がないか定期聞き取りがあったほうがいい)

６歳未満

<n=87>

６～１２歳

<n=101>

１３～１８歳

<n=82>

１９歳以上

<n=490>

学校生活の中で、性別にかかわりなく一人一人の個性や特性等を

人権尊重の心を培う教育を充実する

生徒指導や進路指導等の場面で、性別にかかわりなく個々の個性

授業等で、男女が認め合い、尊重し合う大切さを理解するための

教職員に対して、男女共同参画を推進する教育に関する研修を

校長・教頭などに女性を積極的に登用する

保護者会などからの情報提供を通じて、家庭や地域と連携し、

わからない

その他

男女共同参画を推進する教育について充実を図る

学習を行う

や特性等に十分に配慮する

生かせるように配慮する

充実する

する 

学校生活の中で、性別にかかわりなく一人一人の個性や特性等を 
生かせるように配慮する 
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５ 家庭生活について 

【「男は仕事、女は家庭」という考え方について】 

「反対」「どちらかといえば反対」を合わせた割合では、女性 65.5％、男性 55.7％で、

女性が 9.8 ポイント上回っています。 

 

 

【参考：「男は仕事、女は家庭」という考え方について前回調査との比較】 

「反対」「どちらかといえば反対」を合わせた割合は 61.5％で、前回の 54.5％よりも 7.0

ポイント増加しています。

 

【「男は仕事、女は家庭」という考え方についての年齢別比較】 

年齢別では、「反対」「どちらかといえば反対」を合わせると 18・19歳の 70.9％が最も

高く、次いで 20歳代が 70.0％と続いています。また、「賛成」「どちらかといえば賛成」

を合わせると 70歳以上の 27.4％が最も高く、次いで 60歳代が 21.3％と続いています。 

 

27.6%

30.5%

23.2%

33.9%

35.0%

32.5%

18.0%

15.5%

21.9%

2.6%

1.3%

4.1%

13.5%

12.6%

15.2%

4.4%

5.1%

3.2%

全体

<n=1181>

女性

<n=708>

男性

<n=462>

反対 どちらか

といえば

反対

どちらか

といえば

賛成

賛成 わからない 無回答

27.6%

19.4%

33.9%

35.1%

18.0%

26.0%

2.6%

4.8%

13.5%

12.1%

4.4%

2.6%

今回調査

<n=1181>

前回調査

<n=1303>

反対 どちらか

といえば

反対

どちらか

といえば

賛成

賛成 わからない 無回答

27.6%

54.2%

47.5%

28.2%

30.3%

26.1%

27.9%

21.0%

33.9%

16.7%

22.5%

36.4%

34.6%

37.8%

39.0%

28.0%

18.0%

8.3%

10.0%

11.8%

15.8%

15.8%

19.5%

24.4%

2.6%

2.5%
5.5%

1.8%

1.8%

1.8%

3.0%

13.5%

20.8%

17.5%

15.5%

14.9%

14.9%

7.4%

15.5%

4.4%

0.0%

0.0%

2.7%

2.6%

3.6%

4.4%

8.1%

全体

<n=1181>

18・19歳

<n=23>

２０歳代

<n=40>

３０歳代

<n=110>

４０歳代

<n=228>

５０歳代

<n=223>

６０歳代

<n=272>

７０歳以上

<n=271>

反対 どちらか

といえば

反対

どちらか

といえば

賛成

賛成 わからない 無回答
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【結婚・家庭に関する考え方について】 

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた割合が高い項目は、「子どもは、

“女らしさ、男らしさ”を押しつけることなく、個性を尊重して育てるほうがよい」で

75.5％です。次いで、「結婚は個人の自由だから、してもしなくてもよい」は 67.6％です。 

 

【「同性同士の結婚も社会的に認められるべきである」について】※新規調査項目 

女性は、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた割合が 55.3％で、男性

は、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた割合は 37.8％となっています。 

年齢別で「そう思う」は 20歳代が 70.0％で最も高く、70歳以上が 10.0％で最も低くな

っています。 

 

48.7%

23.4%

38.7%

27.6%

25.9%

51.9%

6.9%

18.9%

31.5%

28.7%

33.9%

22.4%

23.6%

13.4%

17.7%

30.2%

22.2%

18.0%

28.5%

13.2%

23.7%

7.4%

2.5%

5.2%

2.6%

8.0%

3.5%

13.0%

5.7%

10.3%

3.6%

13.5%

13.0%

6.4%

41.2%

1.7%

2.1%

1.7%

4.4%

2.1%

1.4%

1.9%

そう思う どちらかと

いえばそう

思う

どちらとも

いえない

どちらかと

いえばそう

思わない

そう思わない 無回答

結婚は個人の自由だから、してもしな

くてもよい

結婚はしたほうがよいと思う

結婚してもうまくいかなければ離婚して

もかまわない

結婚しても子どもを持つことにこだわ

らない

同性同士の結婚も社会的に認められる

べきである

子どもは、“女らしさ、男らしさ”を押しつける

ことなく、個性を尊重して育てるほうがよい

子どもの性別によって受けさせる教育

に差が出るのは仕方がない

25.9%

31.4%

17.5%

54.2%

70.0%

53.6%

33.8%

25.7%

15.8%

10.0%

22.4%

23.9%

20.3%

25.0%

12.5%

21.8%

33.3%

27.5%

17.6%

15.5%

28.5%

29.5%

27.5%

16.7%

15.0%

19.1%

23.7%

27.9%

41.2%

27.7%

8.0%

6.2%

10.8%

4.2%

2.5%

0.9%

3.5%

5.9%

12.9%

12.5%

13.0%

6.9%

21.9%

3.6%

5.7%

13.1%

10.7%

27.7%

2.1%

2.1%

1.9%

0.9%

0.0%

0.0%

1.8%

6.6%

そう思う どちらかと

いえばそう

思う

どちらとも

いえない

どちらかと

いえばそう

思わない

そう思わない 無回答

全体

<n=1181>

男性 <n=462>

女性 <n=708>

18・19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年

齢

別

性

別

<n=23>

<n=40>

<n=110>

<n=228>

<n=223>

<n=272>

<n=271>
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６ 子育て・介護について 

【子育てについて不安に思うこと】子育てを経験している（いた）方にご回答いただきました。 

全体では、「子どもの病気や発育」の 62.7％が最も高く、次いで「子育てに伴う経済的

負担が重い」が 47.8％と続いています。 

 

【子どもを安心して産み育てる環境整備に必要なこと】 

女性、男性とも、「保育施設・保育制度（延長保育や病後児保育など）の充実」が最も

高く、次いで「男女共に家庭と仕事の両立を図れる制度の充実（育児休業、時差勤務な

ど）」と続いています。 

 

62.7%

47.8%

23.8%

19.8%

18.4%

12.3%

10.8%

8.3%

8.1%

2.3%

14.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子どもの…

子育てに伴う…

子どもと過…

子育て支援サービス…

子育て支援サービ…

子育て…

家族が子育…

子育てについて…

子育てに対する地域…

その他(。)

11 特にない

全体

<n=824>

子どもの病気や発育

子育てに伴う経済的負担が重い

子どもと過ごす時間や会話が少ない

子育て支援サービスに関する情報が不足している

子育て支援サービスの種類・量（保育時間など）

特にない

子育てに対する職場の理解が少ない

家族が子育てに協力しない

子育てについて相談相手がいない

子育てに対する地域や社会の理解が少ない

その他

が足りない

78.5%

64.8%

64.7%

64.8%

59.7%

57.5%

55.2%

49.3%

43.8%

40.3%

32.5%

30.5%

17.2%

2.1%

1.1%

73.8%

61.5%

57.4%

56.5%

42.4%

63.4%

41.8%

50.2%

44.8%

37.0%

29.7%

24.2%

25.8%

3.7%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

女性

<n=708>

男性

<n=462>

保育施設・保育制度（延長保育や病後児保育など）の

男女共に家庭と仕事の両立を図れる制度の充実（育児

職場の理解と協力

放課後児童クラブ（学童保育）などの子育て支援の充実

公的な経済援助の充実（児童手当、乳幼児の医療費補助

父親の子育て参加

育児に対する家族の理解と協力

ひとり親家庭の支援

地域子育て支援センターなど、仲間づくりができる場所

児童館などの子どもの遊び場の確保

出産や子育てに関する不安・悩みに応える講座や相談の

ファミリーサポートセンター事業の充実

近所の人たちからの支援

わからない

その他

充実

の充実

など）

休業、時差勤務など）

充実
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【男性の育児休業・介護休業の取得について】 

女性、男性ともに「賛成」が最も高く、「どちらかといえば賛成」も合わせると 8 割を

超えます。

 

 

【男性の参画に必要なことについて】 

女性は「育児休業を容認する職場の体制と意識づくり」の 68.9％が最も高く、次いで

「長時間労働の改善など、働き方の改革」が 63.0％となっています。 

男性は「長時間労働の改善など、働き方の改革」の 68.0％が最も高く、次いで「育児休

業を容認する職場の体制と意識づくり」が 66.9％となっています。 

 

 

49.8%

51.7%

47.4%

35.1%

35.5%

35.1%

4.2%

4.1%

4.5%

0.3%

0.6%

7.4%

6.5%

8.0%

3.3%

2.3%

4.3%

全体

<n=1181>

女性

<n=708>

男性

<n=462>

賛成 どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対

反対 わからない 無回答

68.9%

63.0%

60.9%

54.7%

18.6%

3.8%

1.6%

66.9%

68.0%

46.8%

48.1%

19.0%

6.5%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

育児休業を容認する職場の体制と意識づくり

長時間労働の改善など、働き方の改革

男性に対する育児・介護への関心を高める意識啓発

男性が参加することへの社会的評価の向上

さまざまな分野での女性リーダー登用などの女性活躍推進

わからない

その他

女性

<n=708>

男性

<n=462>

育児休業を容認する職場の体制と意識づくり

長時間労働の改善など、働き方の改革

男性に対する育児・介護への関心を高める意識啓発

男性が参加することへの社会的評価の向上

さまざまな分野での女性リーダー登用などの

女性活躍推進

わからない

その他
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【介護に対する意識】 

「男女共に担うべきである」が 6割近く、「そもそも男女で分けて考える必要はない」

が 3割を超えています。 

 

【介護に対する意識の年齢別比較】 

18・19 歳と 20 歳代では、「男女共に担うべきである」が 5 割で、30 歳代から 60 歳代で

は、約 6割となっています。最も高いのは 40歳代の 58.8％です。 

「そもそも男女で分けて考える必要はない」については、全体で約 4 割となっています。 

 

 

56.7%

57.9%

55.2%

2.5%

0.7%

5.4%

0.3%

0.3%

0.2%

35.9%

38.6%

32.5%

0.7%

0.6%

0.9%

2.5%

1.1%

4.3%

1.4%

0.8%

1.5%

全体

<n=1181>

女性

<n=708>

男性

<n=462>

男女共に

担うべき

である

女性が介護

するほうが

良いと思う

男性が介護

するほうが

良いと思う

そもそも

男女で分けて

考える必要

はない

その他 わからない 無回答

56.7%

50.0%

50.0%

58.6%

58.8%

58.7%

57.7%

53.5%

2.5%

0.9%

2.2%

2.7%

3.3%

3.3%

0.3%

0.4%

0.4%

0.4%

35.9%

50.0%

50.0%

39.5%

35.5%

35.4%

34.2%

34.7%

0.7%

0.4%

0.4%

1.5%

0.7%

2.5%

0.9%

2.6%

1.8%

1.8%

4.4%

1.4%

0.4%

1.5%

3.0%

全体

<n=1181>

18・19歳

<n=23>

20歳代

<n=40>

30歳代

<n=110>

40歳代

<n=228>

50歳代

<n=223>

60歳代

<n=272>

70歳以上

<n=271>

男女共に

担うべき

である

女性が介護

するほうが

良いと思う

男性が介護

するほうが

良いと思う

そもそも

男女で分けて

考える必要

はない

その他 わからない 無回答
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７ 社会参加活動について 

【社会活動への参加】 

「参加している」は「スポーツやレクリエーションなどの活動」「地域活動（女性会

（婦人会）、自治会、消防団など）」で 2 割を超えます。 

「機会があれば参加したい」が最も高いのは「趣味や文化、教養などの学習活動」で  

52.7%となっています。「参加したいと思わない」は「審議会など公的委員活動」が

65.4％で最も高くなっています。 

 
 

【地域活動の場での男女差について】 

女性、男性とも、「会議や行事などで女性は飲食の世話や後片付け、掃除等、裏方の仕

事を任されることが多い」が最も高く、「わからない」を除くと、次いで「特に男女差は

ない」となっています。 

 

20.3%

3.0%

21.4%

13.2%

2.3%

6.6%

12.9%

41.7%

19.3%

20.5%

24.9%

36.1%

47.9%

52.7%

29.6%

65.4%

50.4%

48.4%

49.1%

34.2%

22.4%

8.4%

12.4%

7.7%

13.5%

12.5%

11.3%

12.0%

参加している 機会があれば

参加したい

参加したいと

思わない

無回答

スポーツやレクリエーションなどの活動

審議会など公的委員活動

地域活動（女性会（婦人会）、自治会、

子どもの健全育成活動（子ども会、育

国際交流、環境保護、消費者運動などの

福祉ボランティア活動

趣味や文化、教養などの学習活動

35.0%

18.6%

9.6%

9.6%

6.4%

6.2%

4.1%

1.3%

33.1%

30.7%

24.7%

8.2%

14.1%

12.8%

8.9%

3.9%

1.9%

29.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

女性

<n=708>

男性

<n=462>

掃除等、裏方の仕事を任されることが多い

わからない

特に男女差はない

会議や行事などで女性が意見を出しにくい、意見が

役員選挙に女性が出にくい、また選ばれにくい

地域の活動に女性が歓迎される

地域の活動には女性のほうが積極的である

地域の行事に女性が参加しづらい

その他

活動 

消防団など） 

成会、PTA など） 

会議や行事などで女性は飲食の世話や後片付け、 

掃除等、裏方の仕事を任されることが多い 

取り上げられない 
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８ 職業や働き方について 

【職場での能力発揮や継続勤務のために重要なこと】 

女性では「家庭と仕事の両立を図れる制度が充実する（育児休業、時差勤務など）」の

65.8％が最も高く、次いで「仕事に必要な知識、技術、能力を身につける」が 61.6％とな

っています。 

男性では「仕事に必要な知識、技術、能力を身につける」の 62.3％が最も高く、「育児

休業や介護休業が取得しやすい職場の理解と協力が得られる」が 53.5％と続いています。 

 

【職場での男女差について】現在働いている方にご回答いただきました。 

男女ともに「男性と女性で違いはない」が最も高く、次いで、女性は「有給休暇を取得

できない、または取得しにくい」が 32.0％で、男性は「女性は補助的業務や雑務が多い」

の 30.9％と続いています。 

 

65.8%

61.6%

60.2%

48.7%

47.7%

44.8%

32.1%

4.8%

0.8%

52.6%

62.3%

53.5%

52.6%

46.5%

38.3%

32.5%

8.0%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

5 家庭と仕事の両立を図れる制度が充実する（育児休業、…

1 仕事に必要な知識、技術、能力を身につける

6 育児休業や介護休業が取得しやすい職場の理解と協力が…

4 能力や実績に応じた評価（昇給、昇格、賃金等を含む）…

結婚・出産などによりいったん退職した人が同じ職場に復…

2 「男は仕事、女は家庭」という従来の社会通念が変わる

3 採用、職場配置、研修などにおいて、男女共同参画の機…

わからない

8 その他

女性

<n=708>

男性

<n=462>

家庭と仕事の両立を図れる制度が充実する（育児休業、

仕事に必要な知識、技術、能力を身につける

育児休業や介護休業が取得しやすい職場の理解と協力が

能力や実績に応じた評価（昇給、昇格、賃金等を含む）が

結婚・出産などによりいったん退職した人が同じ職場に

「男は仕事、女は家庭」という従来の社会通念が変わる

採用、職場配置、研修などにおいて、男女共同参画の機会

わからない

その他

均等が確保される

復帰できるようになる

なされる

得られる

時差勤務など）

42.5%

32.0%

30.5%

27.7%

25.8%

22.9%

22.9%

22.7%

20.0%

16.7%

16.5%

13.1%

12.6%

11.5%

3.8%

43.8%

29.7%

30.9%

30.6%

24.1%

26.5%

10.6%

20.9%

21.8%

24.1%

12.4%

15.9%

14.1%

12.9%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

女性

<n=419>

男性

<n=340>

男性と女性で違いはない

有給休暇を取得できない、または取得しにくい

女性は補助的業務や雑務が多い

昇進、昇格に男女差がある

ハラスメント防止のための規定や相談窓口がない

賃金に男女差がある

女性の能力を正当に評価しない

ハラスメント（セクシュアル、マタニティ、パタ

希望の職種につく機会に男女差がある

育児休業を取得できない、または取得しにくい

結婚や出産すると働き続けにくい雰囲気がある

男性の能力を正当に評価しない

教育や研修を受ける機会に男女差がある

女性は定年まで働き続けにくい雰囲気がある

その他

ニティなど）を受けた経験がある
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【女性が働くことについて】 

男女ともに「そもそも働き方を男女で分けて考える必要はない」が最も高く、次いで

「子どもができたら仕事をやめ、成長したら再び働くことがよい」、「子どもができても 

ずっと働き続けるほうがよい」の順になっています。 

 

【女性が働くことについての年齢別比較】 

年齢別でみると、最も差があるのは「そもそも働き方を男女で分けて考える必要は  

ない」で、20 歳代が 62.5％と高く、70 歳以上では 23.5％と大きく差があります。 

「子どもができてもずっと働き続けるほうがよい」は 40歳代が 22.8％と最も高くなっ

ています。 

 

0.4%

0.4%

0.4%

2.3%

1.5%

3.2%

3.3%

2.8%

4.0%

19.3%

20.8%

17.6%

21.3%

22.0%

20.6%

36.9%

34.9%

40.1%

3.1%

3.2%

3.0%

5.5%

6.1%

4.2%

7.8%

8.2%

6.8%

全体

<n=1181>

女性

<n=708>

男性

<n=462>

女性は働か

ないほうが

よい

結婚するま

では働くほ

うがよい

子どもがで

きるまでは

働くほうが

よい

子どもがで

きてもずっ

と働き続け

るほうがよ

い

子どもがで

きたら仕事

をやめ、成

長したら再

び働くこと

がよい

そもそも働

き方を男女

で分けて考

える必要は

ない

その他 わからない 無回答

0.4%

0.9%

0.4%

0.4%

0.4%

2.3%

8.7%

1.8%

1.3%

1.8%

3.6%

1.8%

3.3%

4.3%

7.5%

0.9%

3.9%

1.3%

3.2%

4.7%

19.3%

4.3%

7.5%

16.4%

22.8%

17.4%

22.6%

19.5%

21.3%

8.7%

7.5%

17.3%

18.1%

22.8%

24.4%

24.5%

36.9%

52.2%

62.5%

50.0%

44.0%

38.8%

33.7%

23.5%

3.1%

4.3%

5.0%

7.3%

4.7%

4.0%

0.4%

1.8%

5.5%

5.0%

3.6%

3.4%

8.0%

4.7%

6.9%

7.8%

17.4%

5.0%

2.7%

0.9%

5.4%

7.2%

17.0%

全体

<n=1181>

18・19歳

<n=23>

20歳代

<n=40>

30歳代

<n=110>

40歳代

<n=228>

50歳代

<n=223>

60歳代

<n=272>

70歳以上

<n=271>

女性は働か

ないほうが

よい

結婚するま

では働くほ

うがよい

子どもがで

きるまでは

働くほうが

よい

子どもがで

きてもずっ

と働き続け

るほうがよ

い

子どもがで

きたら仕事

をやめ、成

長したら再

び働くこと

がよい

そもそも働

き方を男女

で分けて考

える必要は

ない

その他 わからない 無回答
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９ 女性の社会参画について 

【女性の社会参画で大切なこと】 

男女ともに「職場で男女平等の取組みを進める」が最も高く、次いで「女性が各分野で

活躍し、実績を上げる」、「男女雇用機会均等法などの男女平等のための法律や制度を充実

する」と続いています。 

 

 

【参考：「女性の社会参画で大切なこと」について前回調査との比較】 

前回調査と比較して特に高いのは「職場で男女平等の取組みを進める」で、44.5％とな

っています。一方、「女性が各分野で活躍し、実績を上げる」は減少しています。 

  

43.8%

40.4%

35.2%

28.8%

26.8%

24.9%

15.1%

13.3%

12.1%

2.4%

45.9%

39.8%

34.4%

32.3%

32.7%

27.7%

13.4%

27.1%

13.2%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

職場で男女平等の取り組みを進める

女性が各分野で活躍し、実績を上げる

男女雇用機会均等法などの男女平等のための法律や制度を充実する

国・県・市町村など行政の審議会などに女性を増やす

企業・官公庁で女性管理職を登用する

女性議員を増やす

10 わからない

自治会や地域の諸団体の長・役員に女性を増やす

女性団体が積極的に活動する

その他

女性

<n=708>

男性

<n=462>

職場で男女平等の取組みを進める

女性が各分野で活躍し、実績を上げる

男女雇用機会均等法などの男女平等の

国・県・市町村など行政の審議会など

企業・官公庁で女性管理職を登用する

女性議員を増やす

わからない

自治会や地域の諸団体の長・役員に

女性団体が積極的に活動する

その他

に女性を増やす

ための法律や制度を充実する

女性を増やす

44.5%

40.0%

35.0%

30.0%

29.0%

25.9%

14.5%

18.7%

12.5%

2.1%

31.1%

42.1%

30.8%

20.5%

18.6%

15.4%

13.9%

10.9%

10.1%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

職場で男女平等の取り組みを進める

女性が各分野で活躍し、実績を上げる

男女雇用機会均等法などの男女平等のための法律や制度を充実する

国・県・市町村など行政の審議会などに女性を増やす

企業・官公庁で女性管理職を登用する

女性議員を増やす

10 わからない

自治会や地域の諸団体の長・役員に女性を増やす

女性団体が積極的に活動する

その他

全体

<n=1181>

前回調査

<n=1303>

職場で男女平等の取組みを進める

女性が各分野で活躍し、実績を上げる

男女雇用機会均等法などの男女平等のための

国・県・市町村など行政の審議会などに女性を

企業・官公庁で女性管理職を登用する

女性議員を増やす

わからない

自治会や地域の諸団体の長･役員に女性を増やす

女性団体が積極的に活動する

その他

法律や制度を充実する

増やす
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10 男女共同参画を進めるための取組みについて 

【男女共同参画に関連する事項の認知度】 

男女共同参画に関する用語や施策等の周知度については、女性では「男女雇用機会均等

法」が最も高く、次いで「DV（配偶者などからの暴力）・デート DV（交際相手などから

の暴力）」、「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性差）」と続いています。 

男性では「男女雇用機会均等法」が最も高く、次いで「DV（配偶者などからの暴力）・

デート DV（交際相手などからの暴力）」、「男女共同参画社会・男女共同参画社会基本法」

と続いています。 

 

 

69.6%

68.8%

54.5%

53.7%

51.6%

49.6%

45.9%

36.9%

19.8%

14.4%

14.4%

13.4%

10.0%

9.0%

7.5%

5.6%

3.7%

3.7%

70.3%

64.3%

50.6%

49.6%

49.4%

50.2%

53.7%

40.3%

23.8%

15.4%

11.7%

16.9%

13.9%

9.7%

13.2%

9.3%

4.1%

7.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

男女雇用機会均等法

DV（配偶者などからの暴力）・デートDV（交際相手などからの暴力）

ジェンダー（社会的・文化的につくられた性差）

育児・介護休業法

セクシュアルマイノリティ（LGBT）または性的指向・性自認（SOGI)

DV防止法（配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律）

男女共同参画社会・男女共同参画社会基本法

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

女性活躍推進法

前橋市男女共同参画センター

前橋市男女共同参画情報誌「新樹」（年1回発行、広報まえばしに折込み）

女子差別撤廃条約

まえばし男女共同参画推進条例

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

政治分野における男女共同参画推進に関する法律

目にしたり、聞いたことはない

リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康・権利）

前橋市男女共同参画基本計画（第四次）「まえばしWindプラン２０１４」

女性

<n=708>

男性

<n=462>

男女雇用機会均等法

ＤＶ（配偶者などからの暴力）・デートＤＶ

ジェンダー（社会的･文化的につくられた性差）

育児・介護休業法

セクシュアル･マイノリティ（ＬＧＢＴ）

ＤＶ防止法（配偶者からの暴力の防止及び

男女共同参画社会・男女共同参画社会基本法

ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和）

女性活躍推進法

前橋市男女共同参画センター

前橋市男女共同参画情報誌「新樹」

女子差別撤廃条約

まえばし男女共同参画推進条例

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

政治分野における男女共同参画推進に関する

法律

目にしたり、聞いたことはない

リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖

前橋市男女共同参画基本計画（第四次）

または性的指向・性自認（ＳＯＧＩ）

被害者の保護に関する法律）

に関する健康・権利）

「まえばしWindプラン２０１４」

（交際相手などからの暴力）
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【男女共同参画推進のために市が力を入れるべきこと】 

今後の男女共同参画推進のために市が力を入れるべきこととしては、男女ともに「子育

て環境の整備・充実（保育所・放課後児童クラブ（学童保育）など）」と「男女とも育児

休業が取得できる職場環境整備の支援」が約 5割となっています。 

女性が男性を上回った項目で最も高いものは「セクシュアル・マイノリティも含め、多

様性を認め合い、あらゆる人が平等に暮らすための取組みの強化」で、男性が女性を上回

った項目で最も高いものは「男女共同参画について理解を深めるための意識啓発事業の 

充実」です。 

  

53.8%

51.0%

46.9%

41.7%

40.7%

36.9%

31.9%

30.2%

29.8%

29.7%

29.1%

18.1%

17.1%

16.0%

13.1%

8.2%

1.1%

51.5%

49.6%

42.4%

48.3%

34.0%

35.1%

34.6%

40.5%

39.0%

32.0%

25.8%

22.1%

24.2%

18.8%

17.7%

8.9%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

子育て環境の整備・充実（保育所・放課後児童クラブ（学童保育）など）

男女とも育児休業が取得できる職場環境整備の支援

高齢者や障害者に対する介護サービスの充実

ひとり親家庭への支援

セクシュアル・マイノリティも含め、多様性を認め合い、あらゆる人が平等に暮らすための取組みの

強化

職場における男女の均等な取扱いに関しての企業等への働きかけ

保育所・幼稚園・こども園や学校における男女平等教育の充実

男女共同参画について理解を深めるための意識啓発事業の充実

行政・企業・地域など、あらゆる分野での女性の積極的登用

女性に対するあらゆる暴力の根絶・防止に向けた取組みの強化

女性の就労機会が増えるような情報提供や職業訓練の機会の提供

防災・復興における男女共同参画の推進（女性の視点での防災・復興体制の強化）

地域活動における男女共同参画の推進

外国人との交流や国際的な取組みの情報提供などによる男女共同参画に関する市民の国際意識の向上

男女共同参画に関する学習や活動、情報ネットワークなどの拠点となる施設の設置

わからない

その他

女性

<n=708>

男性

<n=462>

子育て環境の整備・充実（保育所・放課後児童クラブ（学童

男女とも育児休業が取得できる職場環境整備の支援

高齢者や障害者に対する介護サービスの充実

ひとり親家庭への支援

セクシュアル・マイノリティも含め、多様性を認め合い、

職場における男女の均等な取扱いに関しての企業等への

保育所・幼稚園・こども園や学校における男女平等教育の充実

男女共同参画について理解を深めるための意識啓発事業の充実

行政・企業・地域など、あらゆる分野での女性の積極的登用

女性に対するあらゆる暴力の根絶・防止に向けた取組みの強化

女性の就労機会が増えるような情報提供や職業訓練の機会

防災・復興における男女共同参画の推進（女性の視点での

地域活動における男女共同参画の推進

外国人との交流や国際的な取組みの情報提供などによる男女

男女共同参画に関する学習や活動、情報ネットワークなどの

わからない

その他

拠点となる施設の設置

共同参画に関する市民の国際意識の向上

防災・復興体制の強化）

あらゆる人が平等に暮らすための取組みの強化

保育）など）

働きかけ

の提供
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